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 あゆ養I殖の手引

 木口養魚場4・山鉄碓

まえがき

 近年各地であゆの池申率殖か盛んにな1つつあうま丁坤岬県・
 でも最近特にあゆ養殖め希望が増加しています。
 こめような人達から手頃なあゆ養殖についての参考習をとめ希望

 がありま寺が・市販の参考劃こは専門的牟も中や概講的卒ものカ予多・
 1・初心者!干ψ下は・削りにくい点.も.あるかと思い紙この手
 引は・これか早仕事を計幽する入や・仕軸始めたばカ・り叫駄
 ・・現在実施されている方法の概劉こついて知識を得て。埠くとともに・.
 いろいろ基鮒な条件を現地に合1よ1工率、しΨき1・雫初や・ら余・
 り大きな失欺のないようにとの考え方か'ら纏めてみ1ま・した。
 特に本県の場合歴史の浅い産業で技術的に確一立していない面も大

 変多く今後皆さんと兵に研究してゆきたいと存」91ます・
 なおこの手引では次の

 業者の技術と経営で収支の巾に差畢か多いご一と'
 立地条件その他で地域的差異があること.

 等から夫々の立場でいろいろ甲趨か干る呼甲午哀舛ついて
 はふれてありません。
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 Iアユの習性

 アユは水がきれいで水温の睡い礫底の所を好んで棲み、.河川に於
 いては中流区域が主な棲息場所であ一る6産卵期は9～11月頃で下

 一流の流れの相当干い瀬の砂礫串に産みつけ∵終ると体は衰弱して多
 ̀ば死んでし率'うへ卵から贈った準点はコイより小さく・一直ぐに流
 れに.従って海に入る∵冬の間は静かな沿岸の僻中でプランクトンを一
 食つIて成長し二番ρ初め体長4～6センチ位に成長し、入江や川口

 に柴って川に湖.る準備'をす糺碑から川へ渡る時期は大体川の水温
 ・か15～18.C位になってからである。川に移ってからの餌料は

 崎にr水垢.」・と1＼う珪藻・藍藻ω植物賀が主にな.り吻鮒板状率で
 掻きとる'よ5に一して食い、・時Iに塊虫類を摂っている。
 このようにアユは春先から晩秋までの川の生活を中心に一年でほ

 とんどが死ぬからr軸」とも言われて1.・る。.一部は産一卵後川あ深
 い所に残って体を恢復し越年するものもある。こわをトマゾァ平、
 越年ア子などと呼んでいる。なお水滋が冬でも10.G以上あれば人
 工的に越年させることが行われている。

 ・血・アニ養夕直の洛革と今後の泉通し・
 アユを池中で養っで大き≦育てたのは、明'治1-1～12二年滋賀県

 卒産試験紬ケ井養鱒場・並に知内蜂化場に於ける試験が壕初七、'
 その後各地の水産試験場で各種の師験蝸泉大正末纐から寧利的
 にも有望であることカ,知られる一ようになったもωであ一る。

 アユ養殖事業の見通し

 シゴーは何分に'も借鋤杓な魚であ.るから、その飼育期間が短二く、従・
 って坤を周年柵で参ない点はあるが・アユの消費堆・に近'1・鯛
 を李捌と入手.できる一と'こ亭では宿和な事業である。稼に資本回収の
 草し.・点から副業とし'て一も短期簡に収益1を挙げられる・し、他の養魚と

 一3一こ



 も並行できるも。のである。一=一、

 仕事の成否盛衰はすべてその仁とに従事する人にあり一また必要な・

 諸条件についてはこれから述べるこ.とにするゴ
 ーナユ姓棲息環境、味覚,・外観等からして高級な淡水魚で単位面積
 当りδ生産収入は条件次第では他の魚種一よ'りは・る.かに高いと言える

 。.どの事業ゼしても生産魚の販売が肝要なことであるが、一ア早.は高
 級漁とし・で旅館、二料理屋等で名物として使用さ・れているのが大部分

 セあ弘'伺の・ゴ士事一で=も起伏が一あり・主要生産資材である餌料の価格が.
 どう春るか、生産魚の価格カタどのように動くか二を見通すことは国難
 である紋一現況では全般約にみるとrレジヤ÷g発達、天然一アユめ
 漁獲変動セ息不足となって・おり'需要午生摩が追いつかない状態であ
 る。

 未県のよ一5に、・・種・苗地・に一近く一く一成・育条件もよく観光面での消費地

 た一筆まれでい一るとこ.ろ一では有望な事業と言え、る。1一.

 斑.・一義鮎め経過機嬰
1.短期飼育

 天然産が解禁になる6月前後に出荷を終るもので農業で言えば促

 .成栽培に似ているσ1尾3Z59～5q二9位1さ成.長させるgとかで
 ≦予・舶鯛が短いめで鮪移牧綿・放軸度・水温などを不I
 分検討手岩必要がある'・移牧は水温が112。℃以上あればなる.だけ早
 一ぐ実行した方が良い。放葵量は水盤にもよる・が寸早期に出荷しよう

 と思えばなるだけ少な目にしたかよかろう・.水温関係か、らみて湧水・
 一源利用は河川水利用に勝ると言えよう。

 2.長期飼育.・∵.。.・.∵1_・I.∵一、..

 6月頃から出荷し、?～10月中体色1干竿が翠れる創rに出荷を終
 名もあセ}般的飼育;法であ名。長期であ・るため生産魚・あ規格は大辛.
 七べもの二(冶・ん・〃)が要求され紬出荷瞬は天僻坤鰐

 I㌣り竿㍗㍗㍗∵㌣㍗㍗㌻㍗



 まかない得ず養タ度もgの率出が目ざまし。い。また繁殖ものは天無産
 に較べ、何時でも需婆に応じゑことかで…きるρ魚体の麓稿が撤.うな
 どの利点がある。檀苗の移牧は短期鮪ほと早/率1丁も一4眠か
 らでよく5月上旬には終るようにする.。.放養量は多目にしこ大型のI
 ものから選別して出荷する。長期飼育と言づても触禁を過ぎるふ一猫
 格が日を追?て下る傾向にあるの.でなるべく早く成長をはか石ま、う

 にしたい。

3..越年銅合

 あゆは年魚であるため普通9～.10月になると体色に著し.い、錆が
 出現し{体表は租維になる・。即ち成熟現象である。この時期に凌る

 と一般に商品価値は低下する。天然あゆも下りあゆ、藩あゆの.時期

 となるぺのあゆの成熟塊家に最つとも関係しているのが本紬来
 週期であることがわかった。長1」弔夏から秋へかけ下の短一層長があゆ
 .め生殖線の発達を促して'いる。これを人工的に.光処理によって防止
 一できることが実証されたd電照による日長時間の延長である。この

 処理を生殖糠の発達期から行えば完全に抑制」され、体箪変化合なく
 、また生殖槻の発達による消化線の圧迫退化もなくそのま㌧で翌年

 まで飼育を続けることができる。これが越年及び越冬飼育と呼ばれ.
 るものであるがまだ間起点も多いようである。

 ω越年飼育の条件として冬期水温か1U.C以上はム翼である
 (21味覚と消賞の間趨

 13〕飼育中の.焼死魚が多い

 などであるが・現在幹んに甜究されている・のでそのうち越年あゆが
 賞味される日も遠くないであろラ。

 1v養鮎経営め類捌

 はっきり規準をきめるこ一とはできないか塊状では路々次のように

 類別できるであろう。

 一b一.



1.副.業型一

 也⑦養魚と組合せるかモ単独に1～I2面を痛いで1一万尾程度を飼

 育・一従って生1産は'3,00二～5σ0・晦で土と.←下劇率樫竿と'言えよう。.
 本県で.は、これに類するのが殆んどであ亭。

2.準専業型

 立地条件を生かし、飼育池も3ん4面を有し生産鐙も師記の倍以

 上を生産する.ら本県では2～3の業者を数えるにしかす.ぎない。

 3.専葉型・

 機し嘩規卿き・く鞠に行叩'ぺ㍗は甲
 蝉倖雇傭雫確き鰍年数も長いψ多いぺ
 勿郊神宮ぽ以上の平一な型のみでなく中'同型及び複合型もある・一
 率、だあ岬養殖は叶榊も年あ名だあ/ψ葵牟と押合経営が午
い.o

 V養魚蝉紳二ρ条件
 養鮎場牽弾するに郎の請舛㍗め率分一11締・して着手す亭
 ことが必要であろう。

 1・.技術的条件
 ア、水質

 有毒物が流入しては養魚の仕・事は成立し渋い。一'

 ㍉.地タ手等g関係㍗毒砂が†ま明る三池ギ碑料卒と.して
 不適当・魚が棲Iま元ミい・水茎1咋タ・'ψ、石の茨邸こ微坤
 のよじわ,が見られない。石の下に虫が棲んでい次い等で判断一

します;

 ・.。.上流に工駄鉱山一概1{そ泉州ヴその水か流れ込んだり、

 一I{二〕一



 C、池の底に腐敗物か堆積してガスρ出る池は水質を悪くする・
 d、水質についての参考資料、
 水素イオン濃度。。。ま寺では成育可能なPH値は4～9で

 一適当な範囲は6～8とされ一でいる。・

 あゆも大体向じで李ろう二..
 溶存窒素ガス∴。・湧水あ溶存窒素鐙か過飽和の場合魚がガ

 ス病一を起す危険がある。

 曝気によ一って飽和度11%以下と・なるよ.

 .うにするとよい。

 溶存駿素。。。6P.孔皿以上が望ましい。

 深井戸の地・下水や浸透水には2RR・血以下の
 場合もあり、曝気によって飽和度70%以上

 に含ませねは放養密度も高め得ず餌料も充分

 与えられない。

 遊離炭酸^。。20RP.皿.栓度以下で溶存駿索盤が一充分な支
 障がないであろう。

 ..鉄∵坤を起す桂名盤では害が現種仏
 アンモニア.体窒素一.∴二1・5H叫以下であるこ'と戸・

 アンモニブが・1・RR凪に増加すると血・液中の酸素合

 I有量はヰ常牟状帯の約者に滅じ・こ岬川一
 R-R一皿以上で著しく'現われてくる。

 養魚油でね代謝生産物'も仰え'られ一る平を考える必要.
 ・か辛?ゾつ㍗ぎるたけ畔.の注継、をや加さI茸一る
 こと及び池の水位融瑚jをして一、収め交I襖を速く一=しこの

 影響をさけるようにす局。

 へ水率..
 戯長の一審良いのは'2q()24.O位こ12℃位から摂餌を行い

 24㍗但まセ1土1高いぼく成長炉良いリ
 初名…亘とは久桐.め高い曲水を利用し、奥は河川水母併滝すれ{ま理強

 一一アー一



 的であ志。

 ウ、水一量

 水量の多寡で事業あ規模が制約される。渇水期、豊水期、増水
 期等夫々の条件で年変化をするので計画は渇水期を基に.して考え
 なければならない。1個の水量でその使用法にもよ・るが、大体1

 万尾の=あ紅が飼え=ると考えてよいっ.(1秒剛こ流れる水盤1立方
 尺を普通水量1個と呼ぶ)

 増水坤に冠れた/・洪水咋柚設幸流出.した例・も・あるから土
 地.の選定と造池に注意を宴する。

工;一水'源

 天然河川水では水源が浅いと渇水の心配があり、奥の流橿が長
 いと水を汚染される愛や後日水源地帯伐木・の為水が渇れた'り、洪
 水に・なったりするおそれも・あるI。一

 湧出水は水温変化一が少・く、濁るこ二とも一ない・ので便利な点もある
 が、次のこ.とに注意する必要がある。・湧出水の水源は何か、鶴水
 'と思ったのが築外灌・がい用水め浸1透水で塒期自勺に濁れるようなこ・
 と一もある。プ

 湧出場所からどの位の距離があるか、又潜差があるか、湧出し

 たばかりの水では空気を含むことが少いため、・多くの魚を飼育し

 ..左1官蝕の餌を与えで早!成長させることも困難であるカ、ら・
 .水源から流程を一とるか、曝下させて空気を含ませることを考えな

 ければならない。

 才、地形と土質

 a二地形二い多少勾酉己の1ある万カ干池の注排水や魚の敢揚げ、
 池掃除等に便利である。1階段状に池を造れば水一
 量が少い場合でも水を繰り返・して使用できる・利.

 点もある。

一8一



 経営規模に応じた面積が脅'さが、池の面積如何.
 程位とれる・か、今後一挺喪の余地はどうか等も考
 慮にし.、れる必要があろう。

 b、土質ρ・、.土質に有一審成分がφっては勿論良くないが保水一
 力の少い池底は漏水して水量不足を起しやす一い
 。..=又.その漏水が土砂をたえず流し出して池に穴

 をあけて魚を逃したり、堤防や土堤、百垣宇こ
 わしたりする場合があるので、コこ事上注意をせ
ねばならない6

 2.・一経済的条件.一.・一・.一・'.

 ㌻∴販一路・'一….}
 生産昂g売れる一三と・が一番大切、Φ。るから、最も有利な条件で

 販売女る為1こ=次の事柄を考えておく必娑がある。・.1.
 ム、I1雌荷先とその消費能力I
 百、.一敗一売価格。はどの位の見通しか・。.

 一..ノ

 C、一出荷の時期は何月頃が有利か
 d、出荷魚の大きさはどれ位が希望されるか
 ・e、出荷輸送の方法はどうす.るか、特に輪通用水の入手方法
 f、・取・引の条件はどう峨るか

 6、その他地方の特殊事情をどのように生かすこと≡が有利か一

 イ・竿・碑一..・'・.ノ・_
 一樟苗や生産資材ρ搬人及ぴ生産魚出荷の使否は、事案あ成否に
 .大きい形勢がある。一I二_

 養魚油までト.ラック等が入るこ'とは極めて有利な条件で、一週信の.
 胸でも全様で一あ机水のみを攻めて追幽や尋爵通信の間趨などに.
 考亭を払わなかったため;折角池を造っても球桑せざるを得なく
 な.つ走外今・ある。特牢最近のように農芋等1くよる被害が続出する一.
 失いき砂山の扱畔なけれはと言5ζとになるので注意す・

 二_g・_}'



 べきである。

 ウ、.年産資金
 一設備資金については後述・養鮎の施設・を参照。

 運I転資金の主念ものは種車代と餌一代であるが、飼料費が相当多額
 1ど必要であることを最初から充分に検討計画しておかねばならなI
 い。一

 工・生産碑模1
 .庭先で数十坪の経営から池g面積が数百坪、数羊坪と種々な規
 模があり夫々に応じた資金、管理、労務、技術など・を考えねばな
 ら浅い。技術次第であるがこ・・最初はまず坪・当り6ん1q晦位生産
 することで、生産数量と池の広さの目標を定める。・・

 池の注水量が多種禽飼いカ;でき.名から一、,少くとも池申に注入水に.
 よる水の動きが見られる位の水量は必要で・担面積のみ広くして一
 注水量の少いことは感心しないら水量・も生産規模を制約する。

 ・(大口養魚場一)山鉄雄)
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 製紙工場廃水による一生物試験結果一
調査郡

 (I)生物試験の方法
 生物試験の方法は試験水槽35・X80×30腕・の塩化ビニ{ル製

 氷檜.16ケに廃氷原液をそれぞれ、・対照区、1.2.5110.20.4皿
 60.80,100%になるように調整し水槽1ケに4014の調整液を

 投入、絶えずエアーコンプレッサーにより・.ユーアーストンを偉用し

 終幾ぶゴ糟中`叩魚を苧くして所定時平気㍗牛
 (皿)水質分析I

 に士幾練前岬繍午化学㍗索麟p㍗
 (ω血液性状

 採血法は注射捺を用いて心臓部より又は、尾部切断にふり採血を
 行いヘパリシを添加して各性状を観察した。
 血液沈降速度は内径1他(特製)ピペットを使用し、1.2.5.1.0.
 時間観察して、τO時間後の沈降量を舳で表ηし、血球はメランジ

 ュウルを用いてパイェム楴釈液により循釈混合し。てビル〃・ン計算盤
 を用いて100倍で検鋭測定し/仙13中の数遺に換算した。

 亦血替抵抗値はα15;,0・2.0・α25・α50・α3.5・P・40
 0.45,O.50,o.55,o.60,0..65.、O.70,O..75%食塩
 溶液を各試験管に八れ、この中に血液を2滴ずつ入れゆるやかに混

 合後約2～3時間後に溶血鞠始点と砕了.点を読みそρ中間値をもっ
 て亦血球抵抗値とした㌧

 ⑪)緒巣及び考察.

 11〕アユ成魚一一

 アユ成魚は体長148㈱.、体'重4.2I孝、8尾を投入して飼育し
 一11一・



 た結果24酵間後・まで鎮異状は認められ・ないが、一48時間後に廃
 水濃度・60.%七1一乞%、8り%で38%、100椛0%死亡し
 た。

 アユ成魚.は'コイより比較的抵抗力が強いよ一うに感じられるか、
 廃水分振結果から推察.されるように水質分一折.のO◎Dを換算補正
 ・行り一て4=8時・間Tl工・mを求・める・と.σ。。σDとして260P・P血・であ

 !1∵そ61価率全濃度にす叩℃・つ千一・・干p一千が安全鮒∵
 .・一な』る。∴1・一.'一一.…ジ11一.・.一1...一.1・..べ'..・..

 血液性状の変化は赤血球低抗値は廃水濃度2月%I(Oρ。D145
 PP皿)まで'はNacL5.%で変作はないが廃水濃度(COD9

 ∴∵㍗認め.ら㍗∵∵∵㍗㍗す
 沈降速度は廃水濃度4.0%(COD9.5PP皿)ま干は・2㍗5・
 伽で変化は認められないが、廃水濃産60%(OOD-145PP一

 ・)ザ4体80%(…195'・・珂)1.7〃ぺ1.0-0%1=
 (・9.O一・D2-50P・Pm)126一価と急.激に増カOし、即ち廃水濃度.4

 -0%(GOD95PP皿=ヅ以上に.影響がI認め・ら一れた。

 嚇坪数は対照区で47耶あ'るが・廃水濃度の増加につれて'・
 ・漸減'レ∵廃水緯度1・00拍(CO・・D2ぢ・0P-P'皿)では2ア万年
 1I:減少するが、一方白血球・は対照区から廃・水濃度2%(COD-5P

 .P皿)ま・で・は2・5∴2・7万で菱化ないが、廃水濃度5%(O・QD.
 1-Z5P・P皿)で39.万に増力bする∴貝pち廃水濃度のI増加につれ・
 .'て漸増し廃水濃度寸0・0%(O・OID・25.一0-P・PIn)'では千8・万に.
 .二増加した。

 上記のよう.に製紙ユ場焼水で4-8時摘即育する・こと.に一よIり鍛瑚・
 の生理生態にはかなり影響を与えることが推楽され、・・そめ影響濃
 .慶ば血球変化で○Op13P-P囮・亦血球抵卸値・沈降速度でO
 ・…㍗皿となりその安全餓傘。にす棚ま・1…～・.…
 、p皿辛均して.45Pぞ一工nを安全濃度と考えられるっ、

一一12帖



 優)一アユ稚魚一
 アi稚魚体長7∴9腕、=1・、0尾を投入して飼育した結果、1時'

 三陶邸は臨水艦皮・・%(・・中グ・…皿yで・尾・・9・%'
 I(OOD360PP皿)一で9尾、100一ツ⑪(.OOD450PP皿
 )で全部死亡し、4時間後の鋤祭では廃水濃度40%(GOD'1

 80ギpm).以上の濃度で停全部死亡し・24緒簡後の観察てばI
 廃水濃度5%(OO-D23PP皿)で5尾、1-0%(O-0D-4-5
 PP皿)一で7亀、20%(OOD90PPm)一以上の濃笈では一金
 部死亡した。また48.時声後の観察では廃水濃慶5%(OσD2
 3PPm.)5尾、10仇(OOD45PP工n)以上セ全部死亡し
 た。

 邸ち24時簡、'48時間TLmは同濃塵15%くOOが・2ちPP
 ・)であgその安全濃度を㌦と考えると1アユ稚ルベーに紛る安
 全濃度はCOD2.3P二Pエn以下となる'

 6)コイ成魚.

 コブ成鮒喪・パ・・狐体重61・～・.・・茅1雫を投入
 飼育.した結集4時間までは死亡しなかったが、廃水濃一度1-00%

 (OOb450PP皿)では8時間後死亡、80%(O・OD36・

 0PP皿)1で一は12崎間後死亡、6p%(一GO-DI27-0巾P皿)

 では24嚇死亡・41グlD1,1台P一血!一叶千時・
 間後死亡した。

 邸ち24白寿簡TLエnは廃水濃度50%(OOD225P写皿)
 48崎簡TLmは廃水濃度30%(OO・D1135PPm)であり
 その安全離傘。にすればコイ成魚1こ二対一する会合濃卓は去れぞ
 れ22,I5PP皿㌔13・5'PP皿と牟る。

 血液性状の準化で年二砕触岬{・L箏で変化1ま認
 一められないが一、沈降速度は対照区から焼入濃度2%(G1O・D亨p

 ㍗.㍗11-3紙。ち.㍗(60D21pP・皿)ば1.・幽
 屯10%(dOD45PP皿).23伽、20%.(O.OD9-0{

 ニノ3出



 皿)、・・伽と廃水離の鮒と紬寿増札赤血球は対11躯か
 ら廃水濃笈1%・(COp4-5ξ早・皿)1110.万で変イ牛が認めら・れ
 ないが、2%(…9・・皿)一ち%(・・一・23亨p干)は
 90万、7・.0万と急減し、1一.0%。(○OD45PPエロ)、20%・

 (・OD9σPP興)62万・.・1万と卵す・貝1」ち鰍濃度・、
 %ζCO.D90PP皿)以一上が影響が認め.られた。
 .血液性状からみたコイ成魚に対する影響濃度は焼水濃度2～5一

 一%(…g～字…血)一でありその安全農隼を㍗。と考える
 とし1～2.3PP・皿.と一なる。

 ㈱コイ稚魚

 .コて稚魚体長・舳尾を投入飼育し畔果・・蹄までは牟亡
 しなかつ存外4時間後廃水濃度60%.(COD2ア0PP血)

 8・・.%・8一・%(・・・…㍗・い.・.%・1一・・%(・・
 D450PP皿)は全部死亡し、8時間後廃水濃度40%(OO

 D180PP皿)は3る%・=60%(COD2.三0Pp皿)以上
 は全部竿亡、また・・、・ξ時間飼育した結果では廃水濃度・・
 .%(90D180PP平)埠上では全都死}たが焼岬度20
 %(…φg・・皿)以下の濃度では全維存した。
 即ち.24・48時間TL干は同蜂度3-0%(OO-q135pP・
 皿)であ1・その安全農慶争ち・と考元予とコイ稚魚に対する宰
 全農痩はCOD13・5P・P辛一以下とな帥

 .(V)総括

 以上の実験結果から製紙工場廃水がアユ、コイに対し毒性を示し

 、また1血液師倣化からも準響を与え.ることが推華され印き・
 年!月か弓葦7年苧'月まで5回海上論査一←た結竿を河口のSガ2・
 4・.5・・6・までの?αDの分布は下表の通うであ.?工場の操業状態・
 1とより廃水の性状はカ,なり鼓動するようであるが、24、'48時衡

二14一



 山1・また.血液性状からみた影響駿のちαを干牟雫皮と考え〇
 二∵分布苧ら危㍗を比㍗討し1二叶
 河口附近におけるCODの分布.

∵

      St月日35年1月3一

      213!.55
      干.一..一一」一一一一

      潮.■5425一一■凹
      51Z89

      時一一一
      64.81ま10      一■1…L
      2124,65

      滴

      428.85      潮一13860!8420・吋竿一「
      5

      時0,822.001950寸十1
      60.912.902,17

 {㌣寸7烹14
!

1

一一一1

 、壮、
二上

 汁∵「■十一二1
 史トー÷
0・691

 コイ、  アユに対するTLm及び安全濃度

       24Tしm会全濃度48TLm安.影響濃度安全濃度
       ■一一■I■^'.一■I

       アユ成魚一130・13.026b13～アδ1.3～Z8
       一一■`一一一■一一一一■一■

       アユ樺魚232.5232.3一I■
       斗一■一

       コイ。成魚一〆…1・・一一丁一“一''!3・59～231～2.3       、一'一一■I一I一'一一山山■''

       じ.工堕L13513.5ユ55二L衛,5■一一一'一一.一■、一       一.、⊥一..___._

 '一15r



 24時間・4・蹄㍗血・竺響蝉～。を零全濃度とし㍗
 一えると、干潮時は勿論汚染度か簡く・また満潮時Kも亦汚染度の高
 い場合が認めら枠S'市2・.へ5・6・の河口陶近までは一応牢響を
 受け・る水域と考えてよい。

 隼し㈹廃水中の魚に害を与える楯一カlC.bD濃度と比例する1・
 ものか否か本確認で'あること。、

 12)昂水が河川中に均等に帰合して流下するとは考えられ
 ぬかポ涛泳カの=ある.魚か溌水の濃いところ去避!11季こ
 と、長1」ち実験水槽のように24～48時間も向し濃度の.

 どこIろに閉じ込められた状態に在るとは考えられ.ない。

 13〕工場が出す廃液の濃度カメ長時間連続して向一ではない

 こと。

 等を考慮するとアユ稚魚め朔上に対して・ある樫・度の影響はあろうが

 之を全く一阻止すると一は考えられない。.

一16一



調査地点図
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 製紙工場廃水による死亡率
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漁場'観測速報(8月分)

 養..殖ポ
匂理平均氷温

       '“地一別.葛・一.輸'水.或・.川=。・,一,里、一       懐.高最I低農、高最.低最I.蔦一最・'・低0

       土.局.25.1孝牛3.牢・一、I・・2Z2一='一、2&プ・…2吐9一.
       一

       中旬(2千g).(乞146)2軸24-7.
       下句2Z0箏32&1㌧一一.25.8。=

       一一.一

       月平一切一26.0..254.2β.5邸.2

       前月差十1.0一十1.4一0.4・0.・十110一一一■十1.1
       ・

       .師・年差、十q7.一十0・22.十ゆ.一一`一一一r『

川

 b高輪.では水温計を漁船により破損されたため1手8I息・8日ん一1・ち一.・
 一日ま下最高最低の観測が一律され一でな一い。I従って申商一の水温一はユー、
 苧自720日までの平均を(1・。.)書き・・とレた。…….

 ○水成川の水剤ま8月19日2ネ㈹.を畢高にやつ・≒下触はp・.
 ・あ酊月奉でも最高二α4oC最低は1司・9となってい阜。∵..、..
 ○里村では僅か乍ら未走上昇幸続1手てい糺又水成川・と鯵反対集
 中魚が韓高μ卯・畢低で略0・2・・と低'/なって.いる.1これ'
 は台風g号ρ影響による」時的現象Iと.思われる。.

 ○酋日本坪況旬報1とよると黒潮・も平年並になり・目立・つ羊水1帥一

 筆二㌶練㍗鰍近ヅ下はいく,㍗く・

一見3一



1..葛輪

         旬逝ミ魚.樟イサキタコ一一一一一.タ小一一一一一一一一雑漁f一イワシo一■'一I一計
         有為.自数.53

         上姓出漁船教48一30
         漁獲鐘500不明

         有為日禦ク899          260J60I」1一[一/0`力一'・一I』一}2一二エニユー■'一L一一大漁・一,         中一延出漁船数/88'225

         漁獲・・量'380.580一■一〇一一.460
         有為甲数!!一

         一下逸出漁蛉数!40
         '漁獲量βク0
         脊魚日'数

         討.・拠出魚船数

         漁獲一量880580.o23ク0T         ■一I、・減η
         `一

2.一水成川

 雑'魚イワン1

 一二エニユ
 ー■'一

 L一一

 一丁■1て減η

}㌦.

        句男魚檸セモ!コダイイセエビシビ計
        有凍・自数一4!'/

        上延出漁船欽2!.43

        漁一'獲.章3/5/2ク0
        有為日教/65。

        中一処出漁紅数525
        漁獲・量25725400一

        有愉日数.42.543
        延出漁船鍬2/./226/タ

        一漁一獲一量'ン90/0/4/5.クーσ一/25        下一計有為日数84!29。3一
        拠出漁総数タ2一2/・54!4

        漁獲一一量505/38!2/0一4ク0/一

        1

一2牛一,



1㌔{
.上

中

不

言
1

                     一地下一一一一■一紙{疸有為唱数一一■、1シビーカ・ツニく二・とフスシイラフニ・サメジナプIダイアヤセビーカマス.セウ才フカイサキタバメ'こサタンイカ類ダコイセエビ■凹'■〕=^ピアワビその他                     rナ/一'r                     、22/3/4/・/

                     モグリ2頽網3瀬網一6曳地/カメ彫タ.カゾ般瀬釣〃0''I一ツボ!,絹3
                     一'一'一‡4!229ク斗84ク00330/0!ト4600ノ00o5                     凹阯凹'o1一

                     ,'523/9/5

                     士].一一一■一'I一一一                     /62/4!54/・形リ43

                     .延..」二二'5/。20クー5/!ク0!2σ0ノ142050..竺」
                     '■o凹

                     2'''/7/ク3/、㍍網2                     ㍑辻、1曳維3ノI/2⊥425一3
                     ←'

                     漁獲鐙/605・山05425//5028./55ク/4ク

                     .倉漁日数6一上・3ク白220//8∠/'、、篶下二;2/6                     煙出漁船数!2一・十・/32///22/253462一5一
                     ・…Lψ・・=一一'                     漁獲量/ク552/00956.6/0!/52ク9!900//83ク8/熔フ0.二⊥'254・65/09・2490=

寸1

漁況

 ○高輪

 総水揚高・,・…gで前日より・倍.の漁獲をみているバれを魚醐1に検討したいが下旬の報告がタイ・タコ・イサキ雑魚を一括されているので比.
 絞出来.ない。なお数量ぽ不明であるが出水沖で八田網.によ一るイワシめ大漁が報告されている。
 ○.水成川

 総水揚高…舳で甑月に比綾・分一の11と減gてい・る1更に9れを前年度1こ比較すると・=岬紗いご午になるし』、
 これを魚種別にみると7月はタコき,33.0海と雑魚3・1-10陣が主体であったが8月はカッす・セモノあ!本釣に変り数鐙的にもカッ方1・210甲で494

 %を中州ごセ毛・小0山2α6㍗と.†つ∵叉・今.万カ)らイセエビの解苧により470島の漁苧がなさ㍗lrいる秤昨年甲㍗と・比較するキ.
 417甲で6。叩増となっている。
 ○里村

 総水揚高30・629晦で河月よりg6戸5陣の増収となっている。これを魚種別にみる≒前戸まで56・φ.%の大半を占めたメージナ・イサギがZ740Kg
 で・…%に低・下}三代ってイキ類が岬…一で・・…伽欠にメジナ…1岬で・1・.・・%を亨め・あとはセウオ.・カマス・ア7い一
 となっている。

 アワビは前月は58一人で235K茅、'1人平均4一・0陣の水揚をしてい・るが今月は4ξ手人で1,092暉1人平均12.4岬の水揚と少しな・つナいる。



定置観測'
(8月分)

 ㌧苗、一'糞殖部

 ○旬別平均水温比重(満潮時観測)～

     。句・表面力(涯し・oC比重!虹
     平I均.1則句差平年差     ''三、芸、箒“篇     上2Z55-1・1与r0,55.

     中26.85」0,691-1.6024.02一眺3十α66

     下.2Z95+1-09+α0522.79_1123一0.52
     1-型エ47-075}0632.3.94∴0-22     1十075。
 (平年催は・1952～1962年・但し1955年は鯵く)・

 ○水一温

 水温ぽ2-3.8㌧3α5.Cの大巾な笈勤値を示した。こ.れは8～

 10日の台風g号余波の影響で底層冷水と錯乱によって降下した

 ものである。従って中旬1≠徴し亡低目宇示し・下句に平年に復し・
 たパ平均{12Z5℃で酊月よH7ア・.甲午水温一と舳千:C・
 低一目.と決った。

 ○比重

 20.14～.2715の大巾な笈勤を示した。これは前述のとお

 り底唐.の高蛾水.によるものと、.中旬の大雨による比重低下によ.る

 ためである。

 月平均は23.9・で前月より一α2、平年とは0.7高目を示してい

た6

 ㌧、'一.・.＼

 '25一・一



 8月の水温・比重の変動
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一般漁況.{(8月分)一

 ◎カツオー本釣

 漁獲高は1⊥1川帯で164隻々28トシ・枕崎港で1ま1214隻9
 120トンてあっ雀=。漁場は大型船が宮古島の東海衰か一島沖縄、奄

 美大島で・一心塑船は臥蛇島宇中心と・した七局拝晦そあ乱魚津は
 大型船一で大判40%示功40%で小型般は小判60%中判30%
 一大判1-0%である。

句捌調奪港.入港隻数漁獲高晦
.枕

上 山
杭

中

山

 ノー一枚
 ・・下 山

計

 略3/!字45り0

j.llク9463066

 嫡・.4/464!00

川36'一=30名894.
 崎523/!ク00

 川'49560ク00
288.2.248960.

 ◎.施・一網.・.=、
 串木野及び枕崎港を根拠にしていIる巾着船.の漁場は、'上旬では'

 野間岬から甑島にかけての海域、魚種は・主にアッ、サ三寸、.ソーダ
 カッオであ印ヰi・.下旬に在ると興島の西方沖合になり魚種は主
 1ζIデジ、サバ、ムロアジ、ウ.ルメで魚体はアジでは南豆及至小型'
 サバは中、小型である。

句別調査港一総数.漁獲高準
串木野

上枕.崎
中憲'木鷹
 下窺オ鴛。
計一

/426.43・0
/!500;クー・

 多ラ三筋、
 ラニニ簑鰐一
653528ク5'
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 ◎鹿児島入港船の漁況
 上旬瀬魚一本釣漁船は毎日↑～.3隻入港し、水揚は1,600～・

 伽0Kgで魚種は主にチビキ・・一ホタ・イナゴペ貝・!日の.プセ
 エビの解禁により水揚が目革っ。

 鹿児師内の八田部漁・も句前半畔漁レ…叫q・御前納
 中羽ウルメ・・小サバ・小ア㌢の漁獲・を.してい淀が、後.半.は月夜'

 .・・…∴と1体りや㌧減少Iした。叉湾内ρバ1セ・ウカ戸千の刺網を句.町半.は
 1日50～100本毛水揚さ一れたが、後半は時i化模:様で・悪1かっ
 た。

 申句瀬魚漁船は前一句と同じく1日1二～2隻の入港でチビキ、イ

 ナゴ、ホタを↑一隻平均・五5αp、晦程。度の漁であるρ鹿児島湾.内八一
 田網毛連日100'箱程度の小†バ・夏ア㌣の好漁で・ある6叉湾
 内のバセウ刺網も・1日200～3・00本の水揚が放され、一盛漁

 期で活況があるド方小物はタ'ヲ・エビが主体に年漁で李る。一
 済州島方面の巾着船がト隻入港し小・中サぐめ水揚があらむ

 下旬瀬魚漁船は変・一り氏く1日↑γ5一隻入港1し・各準共1・900～
 2・000陣を水揚二し魚種はチビキ、1ボタ・ア1ラ・等で漁場一も七島
 から魚釣島附近で操業心・ているりぺ。、二、
 湾内八田網事変9なく好漁し前句と変り率い。叉バセウ羊ジキ

 、Il'・・、㌧1

 ・一二28-I



 各部一だ.よ一り

6一漁==一業.部

 ○'か坤(!牝)一!す芦I7・年本月設軍神郎上紬の蝉人、
 .工蹄の効坤茸苧隼1'整即で苧る外.中野牟は・弓雫に多

 1簑二㌻二ζ㍗つ乍11㍗イ∵㍗'1工
 11i神妙坤馳蝉揮手調芦叶秤呼子阜坪チ調査.し
 ρ畔島帥あ栖坤・畔チ卵1邸深タdプ卸牝
 二は・ぎつし1人工砕苧町咋て!l㍉辞岬卵坤に記
 .久した一三ヒ・ろ竜一早や余坤序い蝉二.守郷ま嘩坤好漁一
 場となっているが・漁具の大型化機械乍に李㍗夢母岬1な
 った。これを解決する一つの方法として港ヰ央部のI;{一I0^om～

 子0pmの坤…無数の中軸礁を設置したな亭は魚は師辛・
 .部こ峠1漁紬広く≡た・る、岬岬印.かと坤.ネか坤紳

 .1ご1㍗∵うへ㍗坤㍗ア㍗ねつ
 ・○瀬単一本釣は水深100m～2。},叶讐幣郷緯きれ
 111不い紙朴ん1蝉労1卵亨1平が恥匁坤;昨寺るこ
 とによって能率昨←ゾ卵汗=争。峠糸蝉咋げ消費さ

 ・○海産魚道種蓄養試験ノ

 ・月上旬来午根にお/々芦1∴や∴.;チダペブ.柚・イ.
 セェビ等を表層で争種生費式によづ・審養試験を実卒中印亭
 が、幸い台風災もなく何れも順調に施行中1。
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 ○イセエビ陸上輸送一。一'

 佐多漁協の協力により入手した蓄養試験用イ.セエビ種苗4ぎ

 二陣(51尾)を9月2・日・2屯本箱.(水量1屯).内に収容し酸素・
 を補給.しつつ小型.トラック佐多一牛根間6戸㎞の悪路宰3時間
 で陸送した結果岬の鰍も.な1直.ち1こ金鋼生費へ役不れ
 ○ハマチ寄生虫駆除指導

 8月15日頃から牛根養魚場ではハ÷チの雑体が浮上し始め
 、20弓一に到1と60尾以上の鑑死魚が争られたの亡、検体の結・

 ・∴果アギソ券、その他の寄生虫によるものと.認定された二よって
 蓄養申の約.1!・000尾を不り上げ塩水処理によ?伜置しようと
 .したが・3日間の作業で約9000尾の処置に止まつ牟。
 その後鑑死はみられ辛い。

 ◎製造.部
 ○加丁耳料としてのカツオ類一9凍結即蔵に関する試験研究

 鹿大本産学部.との共同試験午よる分担研翠であち帯凍カツ'才
 の色沢・手として1・才グロビンの定量及び脂肪量1・g一・、・
 V.の化・学判定を調査部担.当。

 .節・.缶詰製皐の試作一並びに煮汁中の鮒坪失測定を製声部担=
 羊とレ・・†僻試験に引続き李試験実施申・

 ぺ一qシイラ・幸坤とする騨紬び1こ調蝉試作シイ…の高産浩一
 用を図るため・焼ナグ様製昂化に着目レ・爆裂・調味焼鳥を・試
 作併せて夏季g編製室温産細節のための火床碑造考案。
 ○フグ鰍カツオ腹皮煉製1ウシ㍗夕焼干晶何れ烏業界委.
 託にょ.?製造一試騨実施。
 ○、煮干プワシ勿工嗣会(師来市来漁協〉..
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 ・◎養殖部

 ○クロ.チョウガイ室内採苗試験1

 7月31日～8月11日.の間に4回に亘り人工受一挿を行う一た1
 が・初期卵割の発生苧悪く正常牟Veユ手ge干は得られなかった
 ・が、受精前一の操作を若干変更8月1φ、・.1・9日の両日実験の結

 果順調な発生をして現邦の幼生牽・・÷・5立率の水かめと
 9立零のビーカーで飼育中'。現在までのと一Fろ幼隼の成長、歩.
 留りは極め不良・好でUmboの隆担する碑耗時代・の歩滅り律少
 なく受精後18日で最高sL2.7斗.0与仏漂均。2コ3-15ψとなり

 約千0%の幼生は眼卒・足が出現←でF平ユト・干。・卜・干・・ε
 に入り数日中に付着生活に入るものと思われる。一

 ○イーセエビ生態調査

 ;8月1日の一開禁日から引続き塵市中央市場に水揚されるイセ
 エビの抱卵状態を毎日観察している。

 ・また頴娃町水成川・西群島本族館の付属池.におけ・る蓄養籠申の.
 ン芦エビの艀化並に幼生師育は一応暖化は行われた坪4月目に
 は幼生は認められなくなった。

 これについては艀化の着生その他有害魚介藻から充分な保護を・

 カ日えるような蓄養籠あ改善や水資、潮流等から設置場所につい
 ても充分検討・の必要がφる。1.

 →=1一



大島分場

庶務郡
.8月2日

 ε一1月。三夏月一'
 ..I畑一
14日

15巨

 県準放課幸三1午村警政弾卵年来場.・
 全日帰鹿.。..、.、∵.。.∴{...
 別府水産試験場長率場=一.・.

1全岬唯一
由代水産商工部長来場
 ・増長二一犬島支庁ぺ

製造!係一1

 .二8・月.ウニ基本調査及び加二r指導

 シ…ヒゲら三も・月調査め時に此し丁1熟二卵多.1・・駅牽卵
 ト従って、力n工歩留.りも坪料卵隼牛し†二≡下降状態と。なるゴ
 ・一・ウニ企業率々民間業者の着手・邦処とな恥揖、りだし岬いよ

 桑㌫く駕‡∴て㍗るく㍗・㍗'ヰーう1一不
養.殖係

 ア、月亭・ら実施守めマベ人工操箪試舜牟た亭7回にわた?て人工受・
 精を行うた卵半袖の人工受精によづ下帯られた幼生1ま・・すべて
 1週間目に観察セきなく改った。この鐸死の原因は、今年初めて隼
 用した塩化ビニール製貯水タンクか島の溶出物一にあるようで、すべ.

 て永が樟性を帯びて幼生が準動不能になって・窒息死するよづであ
 一る。この状態は、艀化当初のArte皿ia及びイセェービ幼生に於ても
 観察された。そあ後一8月22石、β月29日及び9月6日受精の分

 については・目下飼育中で・その経過も順調であり8月22日受精
 Iの幼生は20日目には斑に280程度のもの一も見られている。
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 、.・ポ業係.、∵・i、・
 ..ゾIラビア蓄養試験を妹内舶池確施し亡1・る幸㍉卯即か一
 ら考えて・こ.れ以↓あ繁殖ぽ不可能であるのそ・.住卵内部率魚

 1幾乏る幸う1一㍗㍗㍗'プ㍗デ・二∵

奄美短信

 今年初めから全国的嫉波・処κよって豪雪一」一'弓即11率雨デ.文
 集中豪雨・ま・と.÷に異常牟天候砂つれこ“辞人一島1奉帥碑
 ρ五・六一・七ポ碑雨・もなく早害∵8月'8・一日'頃合属払号十ナ号ρ接
 ・近でかなり・の南を呼び・ト戸～十三日・一実に三ケ戸振岬沖1(
 部か弓厚にかけそ・'瀬戸内地区一三八粍・二輪1I永=良甑徳之紗
 苧十○○挿)萬物皆生気をとり写したのもつか卵1'南の気転・ぽミ
 戸印'1鳩坤の銀座といわれていた牟・.近坤作事咳
 このま㌧で行くとは思はれ乍い1佃辛あと三四位卵碑苧:;上
 曄の予報下あ亭苧・・こちら昨今ぺ漸/一初秋の紙一.紗冷町坤.
 良い。なお適量の降雨こそ望み年い処である。・・
 八月下句H・蹄蛛故紙漉鵬∴≒善瀬竺送鳥帥即々
 瀬戸内テレ弓中継即敷地鮭に来島・10三十九弾手牢畔岬
 .定数点オ1・ンドーツク毛一視られ・予・とい一1柵大1坤秤さ1神㍗・
 る。更に民放㍗く1ま1でも・I'・・と鮒・予I向意外紙、、、1昨1ま㍗
 印ヌイク唄弊の蹄ξ蝋.徽デIレビ確謝三一丁叶牢天
 巧か!つ走と・い。1“邸ば洲・㍗らそ渚げに呼印二亭Ψ・

 携桑㌫1㍗㌣㌣r㌻㍗1∴、
 ,÷ツ骨㍗1は・色†の流行留長平不率気め波が暁生に机

 一33r.二.



 古仁屋午も瀬戸内自動卒練習.所がで一きて小型車がはやりだした。
 今の・む.銀行ぺ商店、お医者亭ん学校の先生が実用とベカンス用を
 きく.ろんで懸命である。.テレビもはい局、道路もよ一ぐたり、.車.も色
 々 ふえてき・た。燃し宇所詮こ一れほ・島内たけのこ。とである。刻々スーピ
 ・'一ド化の時代、現に航空機も運航してい声。性能もどう変るかイ南び
 るか分らない。船の十年後のそれはどう変るか。

 r二十余万の力合せ二ふるい起きん、わが大島を」昭和2年8月.
 天皇奄美行幸の頃の歌である。昔から大局振興計画があった・同時
 に航路、交通の問題も論議されていた。・主に船運賃と旅客待遇この
 点・だったと思う;現在どうなっているかこ㌧では述べるのは本筋で
 な'いべ当I時船の速力な余り気にしてい欣かったよう'に思はれる。
 I香気狂時世?だった。,今日一では・ど.うか、大島の移出入物資の多妻運
 賃の高低。これらにか㌧わりなく、船の高速化は迫られて.いる。.

 期1侍して良いと思は・れる・

 離島めへ々にとって航路は手足も・同禁である。・知事の辛される「経
 .済効果以前・のもの」と思う一。島の人々がいかに関心を持っているか

 'こ机は今も昔も変ら汰いぺらせ放㍗ばなら㍗黙㍗1千は・
 誰も何もわかる筈がない。

 昭和七、・1八年頃まで箪児島ア名瀬、古仁屋各島行の定期船、.日高
 丸(石炭)が航行して.いた。一排水量八○○屯、1・連カー○ノ.ット。

 鹿児島十名・輝間・.!直線二○○浬・一これを;十時間・古仁屋港ま、で二
 ・十四1時間か㌻つ準6.三十年後の視紅・顧児島郵船・八坂丸1・470屯
 .一速力・16・〃ノツト・、名瀬まで十二時間三十分一、古仁屋まで十軍時.
 間二っ一まり二倍近い速力と航海時間音近くに軍縮された6.・.
 ∫瀞レ名瀬一鹿児島間'6雫間～17時間1で白帰りしたかったら・原宇
 カ紅水=中翼鍋.一(外用一向)、・どっちで.も二出来上りの早いのを烏
 、'ってく.ること淳J一・と当地のある海運関係者が笑つ・た。
 .次に辞典をめくった。(1961年改定版)

 日本g原子力開発刊凋.長期計画(一36年2一月決定、その内容の^つ

 一34」一・・



 原子力船ぽ43年～45年まで第一船を造る)、更舶本産業界の
 立場から原子力産業開発長期計画(3-5,律9月決定、その内巷あ
 .一つ、原子力第一船は42年までに造)であ一る。処で現在米軍予カ
 潜水艦の寄港間題で日本はやかましい。原子炉、放射能汚染の事故一

 が恐しいという。然し人間のエイ智ξ努力は底部れない。
 テレビの日本誕生十年にして私たちも視聴した。1960年代に月世

 果旅行も可能といわれる。原羊力船の実用(安全)もそんな枠が、.
 これからの十在の内に私たちは垢どろくべき科学の成果を次々みる'
 こと㌧思一う。

 テレビができて娯楽・ニュースをだgしむ・視蝉常識育にもなる'
 う。けれど、・そ・れはそれだけのこ二であろう。人間が満足するとい
 うことはないようである。.もっとも人によってそうでないかも知れ

 ない。(黒崎)

 一る5㌣


